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令和7年7月15日	 第 026 号　（2）

臨時臨時
令和7年4月30日

　　第2回 下條村議会　　会臨時臨時

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
議
会
は
、６
月
６
日
に
招
集

さ
れ
、16
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
の
承
認
が
１
件
、報
告
が
２
件
、条
例
の
改

正
が
２
件
、村
道
の
認
定
・
変
更
・
廃
止
が
各
１
件
、補

正
予
算
３
件
が
提
出
さ
れ
慎
重
審
議
の
結
果
議
題
の
す

べ
て
を
承
認
／
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問
は
、議
員
６
名
よ
り

　

初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問

は
Ｐ
５
以
降
に
詳
細
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
補
正
予
算
（
専
決
処
分
）

○
令
和
６
年
度
簡
易
水
道
事
業

会
計
（
第
４
号
補
正
）（
専
決

処
分
）

《
歳
入
歳
出
予
算
の
増
減
な
し
》

・
設
備
機
器
の
製
造
納
品
が
遅

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
設
置
工
事

が
今
期
末
ま
で
に
完
了
で
き
な

い
こ
と
か
ら
事
業
の
繰
越
が
生

じ
た
た
め
専
決
処
分
で
、
下
條

村
簡
易
水
道
事
業
会
計
「
資
本

的
支
出
」「
建
設
改
良
費
」
の

「
令
和
６
年
度
上
野
原
配
水
池

送
水
ポ
ン
プ
更
新
工
事
」
２
，

９
３
７
千
円
を
令
和
７
年
度
へ

繰
り
越
す
も
の
。審
議
の
結
果
、

承
認
し
ま
し
た
。

▼
報
告

○
繰
越
明
許
費
（
一
般
会
計
）

の
報
告
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
４
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
令
和
６
年
度
下
條
村
一
般
会

計
の
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
計

　

条
例
の
一
部
改
正
２
件
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

９
号
）、正
副
議
長
選
挙
、常
任
委
員
会
の
構
成
等
を
審
議
す
る
た

め
、４
月
30
日
に
招
集
し
、１
日
間
の
会
期
で
行
い
、審
議
の
結
果

全
て
承
認
し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
の
専
決
処
分

○
令
和
６
年
度
一
般
会
計

（
第
９
号
補
正
）（
専
決
処
分
）

《
１
，０
０
０
万
円
を
増
額
》

総
額
37
億
６
，０
０
０
万
円
に	

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

地
方
交
付
税
を
８
９
１
万
３
千

円
な
ど
増
額
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

国
庫
へ
の
返
納
と
し
て
民
生

費
、
衛
生
費
合
わ
せ
て
８
５
９
万

８
千
円
、
予
備
費
と
し
て
１
０
８

万
５
千
円
な
ど
を
増
額
計
上
し
ま

し
た
。
事
前
に
そ
の
内
容
の
詳
細

を
各
課
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
た

う
え
で
審
議
に
臨
み
、
原
案
ど
お

り
承
認
し
ま
し
た
。

▼
正
副
議
長
選
挙
、
議
会
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
構
成
等
の
選
任

○
２
年
任
期
の
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
正
副
議
長
改
選
、
常
任
委
員
会

の
構
成
等
の
選
任
を
行
い
ま
し

た
。
議
会
構
成
は
４
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

会期６月６日から６月１６日まで

第２回 下條村議会定例会
◎歳入歳出8，400万円増額の一般会計歳入歳出補正予算（第１号）を可決しました。
◎国民健康保険税条例の一部を改正する条例など条例の
　改正２件を可決しました。

算
書
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
生
活
応
援
商

品
券
発
行
事
業
、
災
害
対
応
用

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
購
入
事
業
、
物

価
高
騰
対
策
住
民
税
均
等
割
世

帯
等
給
付
金
事
業
な
ど
５
事
業

が
そ
れ
ぞ
れ
繰
越
事
業
と
な
り

ま
す
。

○
繰
越
明
許
費
（
簡
易
水
道
事

業
会
計
）
の
報
告
に
つ
い
て

・
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
下
條
村
簡
易
水
道
事
業
会

計
の
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
計

算
書
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
上
野
原
配
水
池

送
水
ポ
ン
プ
更
新
工
事
が
繰
越

事
業
と
な
り
ま
す
。

▼
条
例
の
改
正

○
下
條
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
答
申
に
基
づ
い
て
、
令
和

７
年
度
国
保
税
率
の
均
等
割

額
を
改
定
。
医
療
分
を
１
９
，

１
０
０
円
か
ら
１
９
，３
０
０

円
へ
、
平
等
割
額
に
つ
い
て
、

医
療
分
を
１
７
，３
０
０
円
か

ら
１
８
，１
０
０
円
へ
、
後
期

▼
条
例
一
部
改
正

○
下
條
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て（
専
決
処
分
）

・
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
標
準
税

率
の
区
分
の
見
直
し
に
伴
う
税
率

区
分
の
改
正
、
加
熱
式
た
ば
こ
に

係
る
た
ば
こ
税
の
課
税
標
準
特
例

の
新
設
に
伴
う
改
正
な
ど
で
、
令

和
７
年
４
月
１
日
付
け
で
専
決
改

正
し
た
も
の
を
承
認
し
ま
し
た
。

○
下
條
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
（
専
決
処
分
）

・
基
礎
課
税
額
等
に
係
る
賦
課

限
度
額
に
つ
い
て
医
療
分
均
等

割
賦
課
課
税
限
度
額
を
「
65
万

円
」
か
ら
「
66
万
円
」
へ
、
後

期
高
齢
者
支
援
分
均
等
割
賦
課

課
税
限
度
額
を
「
24
万
円
」
か

ら
「
26
万
円
」
へ
引
き
上
げ
る
こ

と
及
び
、
減
額
の
対
象
と
な
る
所

得
の
基
準
に
つ
い
て
、
被
保
険
者

数
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
を
、
５

割
軽
減
は
「
29
・
5
万
円
」
か
ら

「
30
・
5
万
円
」
へ
、
２
割
軽
減

は
「
54
・
5
万
円
」
か
ら
「
56
万

円
」
へ
引
き
上
げ
る
改
正
で
令
和

７
年
４
月
１
日
付
け
専
決
改
正
し

た
も
の
を
承
認
し
ま
し
た
。
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支
援
分
を
７
，７
０
０
円
か

ら
８
，０
０
０
円
へ
、
介
護

分
を
５
，２
０
０
円
か
ら
５
，

５
０
０
円
へ
、
ま
た
、
所
得
割

率
に
つ
い
て
は
、
後
期
支
援
分

を
2
・
66
％
か
ら
2
・
50
％
へ
、

介
護
分
を
2
・
23
％
か
ら
2
・

00
％
へ
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
内

容
で
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行

経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
成

立
・
公
布
に
伴
う
改
正
。
改
正

の
主
な
内
容
は
、
選
挙
長
等

の
報
酬
額
を
引
き
上
げ
る
も

の
で
、
選
挙
長
は
１
，４
０
０

円
増
の
１
２
，２
０
０
円
、
投

票
所
の
投
票
管
理
者
は
１
，

７
０
０
円
増
の
１
４
，５
０
０

円
、
期
日
前
投
票
所
の
投
票

管
理
者
は
１
，５
０
０
円
増
の

１
２
，８
０
０
円
、
投
票
立
会

人
は
１
，５
０
０
円
増
の
１
２
，

４
０
０
円
な
ど
と
す
る
も
の

で
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▼
村
道
路
線
の
認
定

○
下
條
村
村
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

・
山
一
東
地
籍
の
村
道
２
１
１
号

線
と
４
８
８
号
線
の
連
結
道
路

を
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
審

議
の
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

▼
村
道
路
線
の
変
更

○
下
條
村
村
道
路
線
の
変
更
に

つ
い
て

・
阿
知
原
地
籍
の
村
道
１
０
１

号
線
に
つ
い
て
、
起
点
の
変
更

は
な
い
が
、
終
点
に
つ
い
て
路

線
の
一
部
廃
止
に
よ
り
終
点
の

移
動
が
生
じ
た
た
め
、
総
延
長

や
幅
員
の
変
更
を
す
る
も
の

で
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▼
村
道
路
線
の
廃
止

○
下
條
村
村
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て

・
山
一
西
、
新
田
地
籍
の
村
道

２
１
９
号
線
は
、
車
両
通
行
不

能
で
あ
り
、
住
民
生
活
に
支
障

が
無
い
こ
と
か
ら
路
線
を
廃
止

す
る
も
の
で
、
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算

○
一
般
会
計
（
第
１
号
補
正
）

《
８
，４
０
０
万
円
を
増
額
》

総
額
36
億
３
，４
０
０
万
円
に

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

地
方
交
付
税
に
２
，９
９
９

万
２
千
円
、
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１
，１
６
３
万
４
千
円
、
村
債

３
，２
５
０
万
円
な
ど
を
増
額
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

総
務
費
で
は
、
文
書
管
理
・

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務

に
２
，４
８
９
万
８
千
円
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
及
び
衛
星
系
防
災
無

線
更
新
事
業
９
６
２
万
６
千
円

な
ど
を
増
額
、
民
生
費
で
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
８
１
９
万
円
を
増
額
、

衛
生
費
で
は
、
ゴ
ミ
収
集
運
搬

処
理
委
託
な
ど
で
塵
芥
処
理
費

６
０
６
万
８
千
円
を
増
額
、
土

木
費
で
は
地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
策
定
業
務
委
託
料

８
１
６
万
２
千
円
の
増
額
な
ど

計
上
。
事
前
に
そ
の
内
容
の
詳

細
を
各
課
課
長
よ
り
説
明
を
受

け
た
う
え
で
審
議
に
臨
み
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
下
條
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
第
1
号
補
正
）

《
３
３
０
万
円
の
減
額
》

総
額
２
億
６
，２
３
０
万
円
に
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
国
庫
補
助
金
３
１
９
万
円
な

ど
を
増
額

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
委
託

料
３
１
９
万
円
の
増
な
ど

	

（
可
決
）

○
下
條
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
（
第
１
号
補
正
）

《
90
万
円
の
減
額
》

総
額
６
，４
７
０
万
円
に
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
国
庫
補
助
金
90
万
円
の
増
額

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
委
託

料
な
ど
で
90
万
円
の
増
額

	

（
可
決
）

　

こ
の
た
び
臨
時
議

会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
の
皆
様
の
ご
推

挙
に
よ
り
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
田
中
兼
次
で
す
。そ
の

職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
が
、今
後
は
議
長
の
補
佐
役
と
し
て

職
務
を
遂
行
す
る
と
共
に
村
政
の
推
進
、議

会
の
公
正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
に
お
け
る
急
激
な
人
口
減
少
の
流
れ

は
中
山
間
自
治
体
に
と
っ
て
は
存
立
に
係

わ
る
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。本
村
で

は
子
育
て
支
援
、移
住
定
住
施
策
、高
齢
者

福
祉
な
ど
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
減
少

傾
向
の
鈍
化
に
つ
い
て
予
断
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。明
る
い
下
條
村
の
将
来
を
見
据
え
全
村

民
が
元
気
で
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
を
更
に
推
し
進
め
る
事
が
必
要
で
す
。

行
政
の
監
視
は
勿
論
の
こ
と
、議
決
、説
明

責
任
を
充
分
に
行
い
、政
策
の
立
案
、提
言

を
果
た
せ
る
よ
う
議
論
を
深
め
村
民
の
付

託
に
応
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後

と
も
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

議
長
再
任
に
あ
た

り
、ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
５
月
か

ら
２
年
間
、議
長
の
職
を
務
め
て
き
ま
し
た

が
、２
年
の
申
し
合
わ
せ
任
期
に
よ
り
４
月

30
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
選
挙
が
行
わ

れ
、議
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。引

き
続
き
令
和
９
年
４
月
末
ま
で
の
任
期
の

間
、村
政
の
発
展
と
議
会
の
公
正
な
運
営
に

全
力
で
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

村
の
議
会
議
員
選
挙
は
５
期
連
続
で
無

投
票
が
続
い
て
お
り
、村
づ
く
り
に
対
す
る

議
員
の
思
い
が
村
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
ら
な

い
事
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。議
会
活
動
の
内

容
に
つ
い
て
、ど
う
伝
え
て
い
く
の
か
、皆
さ

ん
か
ら
の
声
を
、ど
う
村
づ
く
り
に
反
映
し

て
い
く
の
か
、議
会
と
し
て
し
っ
か
り
と
検
討

し
て
参
り
ま
す
。今
後
、幅
広
い
立
場
の
村

民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
持

ち
、村
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、皆
様
の

ご
指
導
、ご
協
力
を
お
願
い
し
議
長
就
任
の

挨
拶
と
し
ま
す
。

副
議
長
あ
い
さ
つ�

田
中
　
兼
次

議
長
あ
い
さ
つ�

串
原
　
稔
博



令和7年7月15日	 第 026 号　（4）

　常任委員会（◎委員長　◯副委員長）

総 務 産 建
委 員 会 ◎竹村　宗次 ○福沢　　敏 佐々木幸子 宮嶋　成子 串原　稔博

社 会 文 教
委 員 会 ◎丸山　浩子 ○熊谷　利治 熊谷美和子 塩沢　道雄 田中　兼次

　

委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
竹
村
宗
次

で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
々
大
型
予
算
が
組
ま
れ
各
事
業
が

予
算
に
沿
っ
て
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
、
調
査
、
検
証
し
委
員
会
と

総務産建委員会
佐々木委員　　宮嶋委員

福沢副委員長　　竹村委員長　　串原委員

社会文教委員会
塩沢委員　　熊谷（美）委員

熊谷（利）副委員長　　丸山委員長　　田中委員

　

今
年
度
の
予
算
編
成
で
、
給
食
費

の
無
償
化
、
児
童
手
当
支
給
の
拡
充

が
実
現
し
ま
し
た
。
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
が
更
に
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
令
和
９
年
設
置
予
定
の
「
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
準
備
を
始
め

し
て
村
政
に
関
わ
っ
て
参
り
ま
す
。

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
す

が
、
後
継
者
、
担
い
手
不
足
が
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
工
業
建
設
に
お
い

て
も
同
様
で
す
。
農
業
対
策
な
ど
の

問
題
を
討
議
し
、
建
設
関
係
で
は
現

場
の
施
工
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

る
と
聞
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と
子
育

て
家
庭
の
福
祉
に
関
す
る
包
括
的
支

援
を
切
れ
目
な
く
、
ま
た
、
子
ど
も

の
権
利
や
育
児
方
法
な
ど
の
普
及
・

啓
発
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

　

社
会
文
教
委
員
の
仲
間
が
福
祉
・

教
育
の
学
び
を
深
め
、
村
民
の
声
を

常
に
聞
い
て
暮
ら
し
や
す
く
生
き
や

す
い
村
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社
会
文
教
委
員
会
の
仕
事

�

社
会
文
教
委
員
長
　
丸
山
　
浩
子

総
務
産
建
委
員
長
あ
い
さ
つ

�

総
務
産
建
委
員
長
　
竹
村
　
宗
次
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一
般
質
問（
６
月
）

村の経済活性化につなげる観光施策について

今まで村ではこの分野にはあまり取り組みがみられないと
認識しているが、人が移動する事により村の経済も活性化
すると思われる。
下條村にある文化、自然、歴史、特産物等を掘り起こし交
流人口を増やす取り組みが必要と思う。村長の掲げる「キ
ラリと輝く村に」の経済活性化ができると思われるが村で
はどの様に考えているのか見解を伺いたい。

Q

村内のレディースファームの方々より低価格で納めていただいてる。ま
た、より安価な食材や発注先を変えるなどして質や量、栄養バランスを
落とすことなく工夫している。

地場産物の利用も多い下條村であるが、昨今の食品価格高騰にどう対応
し予算内に収めているか？

みどりの食料システム戦略にはオーガニック給食を推進する政策が含まれている。農業におい
ても環境保全への取り組みが強化されてきている今、学校給食に地場産物の有機野菜を取り入
れることを提案する。

大変意義のあることだが、安定的な供給や費用、調理のしやすさ、また虫などの洗浄に手間や時間
がかかり、廃棄する量が多くなるとコストもかかるため慎重に検討したい。

Q

Q

A

A

下條村の学校給食について

食事は自分たちの生命を支える一番重要なもの。関心を深め、よりよい食事をバランスよく摂り、また多くの
方々が関わっていることを学び、食事を当たり前と思わずに感謝する心を育ててほしい。

学校給食法第２条より、給食を生きた教材として活用することが学校給
食の目標と理解できる。村では子どもたちに学校給食から何を学んでほ
しいか？

Q

A

リニア・三遠南信自動車道の開通を見据えた中で観光産業が地域の経済の好循環を
創出する。産業として定着するよう推進していくことが重要である。村外、特に都市
圏からみた観光資源の発掘と従来ある観光資源を育てること。また、広域連合の中
心に据えている南信州開発公社との連携を強力に進める必要がある。
リニア残土埋立後の開発も予定している。そばの城のリニューアルも併せて村の観
光拠点として観光産業の成り立つよう取り組みたい。
最も重要なことは観光協会が主体となり強力なタッグを組んで皆が推進できる一
致点を見出し強力に推進する体制が一番大切と考えている。それができれば村でも
活性化に向け支援していきたい。

A

佐々木幸子 議員

［提案］令和５年 県の調査によると、学校給食に県産物69.6%、有機給食実施の自治体が42%、国
が来年度から無償化に舵を切る今、是々非々に、一品目からでも取り入れることを要望する。

熊谷美和子 議員



令和7年7月15日	 第 026 号　（6）

一
般
質
問（
６
月
）

移住希望者がこのプラットフォームを通じて、下條村の 365 日の真実の日常
とつながることで、移住前から下條村に知り合いがいるような状態を作りた
い、という思いで取り組んでいる。「Ｓ－テレ会議」は移住者と移住希望者と
の交流などの企画を予定しているが、運用体制やビジョン・戦略の明確化の
ため、専門家のアドバイスをもとに村全体の情報発信体制強化を図っていく。

「下條村テレ移住体験Ｓ－テレ」は下條村とのつながりを求める移住希望者に
とって、利用しやすい魅力的な情報プラットフォームと考える。なかでも「Ｓ－
テレ会議」のプログラムの充実と積極的な運用が鍵となるが、運用の進め方は？

「下條村活動団体拠点マップ」には様々な活動団体が掲載されており、このような情報は、村での仲
間づくりを求める移住希望者にも効果的と考える。「下條村テレ移住体験Ｓ－テレ」との連携が重要
と考えるが、今後の運用は？

活動団体拠点マップは、下條村地域包括支援センターが村内で自主的に活動している各種のサロン活動に対
して支援するなかで、活動団体の情報を村内外に広く共有し、共感して新たに参加してもらう仕組みが必要と
考え、作成に取り組んだ。このマップで初めて情報を知る村民も多く、情報共有は出来たと考える。Ｓ－テレと
の連携も含めて、移住希望者により届きやすい情報発信方法について検討していく。

Q

Q

A

A

①民生児童委員、ボランティアと連携しての総合的サポートの実情はどうか。
②介護福祉士のスキルアップ、ボランティア育成の成果は？
③障がいをもつ人の就労状況は？
④社協の人員が少なくてフードバンク事業に充分取り組めていないのでは？

①心理士、理学療法士の子育て相談や「子育て広場」の仲間づくりを通じて、親が子育ての喜びを感じられ
るようになっているか。
②全ての子どもが良質な学びを享受し、多様な成長過程に対応できる学校づくりのために、教員が替わって
も不変の下條村としての願いが生かされる目標を立てるのは如何か。

①子育て支援施設「すくすく」の昨年利用家族は延べ 932、１日平均４家族。専門家の相談を受け、心配ご
とや悩みが解消され成果が出ている。
②下條村コミュニティスクール「カッセイカ会議」でアンケートを基に「自立できる子ども」「笑顔あふれ
る子ども」「下條村を誇れる子ども」を掲げている。学校にもこの３つの柱の具現化を要望。村民にも周
知されるよう努力する。

Q

Q

A

A

１、地域・高齢者・障がい者福祉の充実・推進

丸山浩子 議員

情報発信力の強化による村の活性化について
「下條村テレ移住体験Ｓ－テレ」構築の思いと運用は？

「下條村活動団体拠点マップ」作成の経緯と運用は？

２、児童福祉・子育て支援の充実

第６次総合計画（後期）が実効性をもつため　前期の成果・課題を見直す

①３ヵ月に１回の民生児童委員による心配ごと相談は話しているうちに解決案
が出てくることもあり有意義。日常的に民生委員が気になる世帯について報
告し、社協や就労支援センターまいさぽも一緒に支援している。今後は県社
協の援助を受け、生活困窮世帯を中心に訪問事業に力を入れる。
②「光の園」での認定者は 11 人。認定を受けた人はレベルに応じて手当が支給される。村では半額補助する。ボ
ランティア育成「支えっこ講座」は６年度 337 人参加。
③従業員 40 人以上の企業で１人以上の雇用条件を満たしている。決定雇用率引き上げにより障がい者雇用は拡充する。
④県社協から定期的に支給される食糧は、受け入れ量と支給量がマッチングできており、課内で連携して社協に協
力している。

福沢　敏 議員



（7） 令和7年7月15日	 第 026 号

一
般
質
問（
６
月
）

幼児教育の環境づくりとこども基本法の周知について

同感である。森づくりは、教育委員会と役場の他の部署とも連絡を取り合
いながら対応していく。

幼児が遊びを通して体験的に学べる環境は自然の中にある。下條村に安心
して出かけられる山や森の環境整備を求める。

保小連絡会、小中連絡会があり、個々にきめ細かな情報交換を行っており、子どもカルテをあ
えて作る必要はない。保育所施設は建設から 30 年経つ。特に未満児の部屋は窓がなく人数的に
もいっぱいで避難経路にも問題がある。遠くない将来に新しく建設あるいは一部改築が必要と
思う。

Q

A

令和２年と本年１月時点の比較では 300 人と同数であったが本年
５月は 271 人で 29 人 9．7％の減。対象年齢者の加入率は 48．7％。
市町村の標準的団員数の算出は国の交付税算定における標準的団
員数の算出に依れば本村は 162 人となり、嘱託消防員を加えた実
数と大きな差はない。

下條村消防団の令和７年度は140人の定数を満たせなかったが、
直近５年間の対象年齢者の人口推移や加入率また下條村の標準的
な団員数はどの様か。

消防団組織体制と消防力の維持についてどの様に考えているか。嘱託消防員の増員はどう
か。

新入団員の勧誘には大変苦慮しているが団員と意見交換を行い地域消防団の意義と防災減
災の必要性を発信し一人でも多く若者の入団に注力する。現在は訓練頻度や操法訓練を競
技志向から災害時の実操作へのシフトなど活動内容を見直した。消防団活動を知ってもら
う為に昨年は「消防フェス」を開催し団員家族52 名の方々が消火訓練やホース展張など体
験していただいた。今年は小学生にも参加者を拡げ実施したい。嘱託消防員は各分団４名、
20 名の方々を委嘱して火災時は非常に頼りにしている存在。嘱託員は条例要件があり増員
については、団長以下幹部の意見を聴いて消防委員と協議したい。

Q

Q

A

A

A

消防力の維持について

「子どもの幸せ」を目的に、常にアップデートしながらよりよい子どもの育ちの環
境を整え提供することを希望し質問する。

保小中の情報共有に子どもカルテが必要ではないか、また保育所の施設整備は急務と考えるが
どんな状況か。Q

子どもを授かったとき、子どもを持てる年齢になったときに我が子は幸せに育っていくと見通せ
る環境づくりが必要。令和５年に施行された「こども基本法」を根拠に、下條村の教育、社会、
環境を整えることを望む。

こども基本法を受けて施策を行っていくが、大切にしたいのは個々の困り感や要望。地元に生活
する方々の思いを大切にした子育て環境を整えていく。

Q

A

宮嶋成子 議員

田中兼次 議員
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４
月
８
日
水
道
施
設
の

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
智
村
伍
和
の
北
青
見

平
の
取
水
口
を
視
察
致
し

ま
し
た
。
ま
ず
水
量
の
多

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
こ

の
管
理
は
村
の
水
道
業
者

７
者
で
草
刈
り
を
し
た
り
、

砂
出
し
を
し
た
り
年
に
何

回
か
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
業
者
の
人
達
に

よ
っ
て
村
内
に
あ
る
配
水

池
周
辺
の
草
刈
り
も
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
水

源
は
役
場
職
員
に
よ
っ
て

最
低
で
も
月
１
回
は
（
必

要
と
あ
ら
ば
も
っ
と
登
っ

て
来
る
）
点
検
に
来
て
い

ま
す
。

　

水
源
に
何
か
問
題
が
あ

れ
ば
極
楽
浄
水
場
の
方
へ

４
時
間
程
で
連
絡
が
あ
り
、

そ
れ
と
同
時
に
役
場
の
方

へ
も
警
報
が
入
り
ま
す
。

　

北
青
見
平
の
取
水
口
を

あ
と
に
し
、
戸
屋
根
の
極

楽
浄
水
場
へ
到
着
し
視
察

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
水

量
の
多
さ
は
本
当
に
圧
巻

で
あ
り
、
ま
さ
し
く
こ
の

水
が
我
が
下
條
村
民
の
生

活
の
水
を
賄
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

役
場
の
職
員
が
週
３
回

は
こ
こ
ま
で
登
っ
て
来
て

村
の
水
道
に
異
物
混
入
、

濁
水
、
薬
品
の
チ
ェ
ッ
ク

等
々
大
変
な
神
経
を
配
ら

せ
て
頂
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
住
民
一
人
一
人
に

安
心
安
全
な
水
を
届
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
非
常

に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
最
後
に
各
地
区

の
配
水
池
に
送
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

普
段
我
々
は
こ
れ
ら
の

施
設
を
見
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
に

し
て
安
心
安
全
な
村
民
の

水
を
日
々
管
理
し
て
頂
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
致
し

ま
す
。

　

ま
た
、
色
々
な
設
備
等

が
老
朽
化
し
て
い
る
の
を

見
て
耐
久
年
数
の
こ
と
も

あ
り
計
画
的
に
更
新
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感

し
ま
し
た
。

�

（
佐
々
木
幸
子
）

　

粒
良
脇
地
区
に
建
設
が

進
む
第
12
メ
ゾ
ン
コ
ス
モ

ス
の
建
築
工
事
が
本
格
化

し
た
こ
と
か
ら
、
建
物
本

体
を
主
体
に
、
防
災
倉
庫

が
設
置
さ
れ
る
隣
接
の
広

場
や
、
敷
地
脇
の
水
路
改

修
工
事
な
ど
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

17
年
振
り
の
建
設
と
な

る
第
12
メ
ゾ
ン
コ
ス
モ
ス

は
、
家
族
向
け
６
戸

と
単
身
者
向
け
９
戸

を
合
わ
せ
た
複
合
的

な
世
帯
構
成
が
特

徴
。
若
者
定
住
促
進

と
企
業
の
社
宅
要
望

に
応
え
る
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

建
物
内
部
の
視
察

で
は
、
電
気
配

線
や
給
排
水
、

空
調
設
備
の
配

管
が
さ
れ
た
１

階
の
各
住
戸
に

入
り
、
間
取
り

や
設
備
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
既

存
の
メ
ゾ
ン
コ
ス
モ

ス
と
同
様
の
ス
タ
イ

ル
の
住
居
と
な
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

昨
年
の
12
月
か
ら

始
ま
っ
た
工
事
も
終

盤
を
迎
え
、
こ
の
秋

に
は
入
居
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
メ
ゾ
ン
の
す

ぐ
近
く
に
は
睦
沢
集
会
所

と
二
柱
神
社
が
あ
り
、
粒

良
脇
区
や
第
二
分
館
の
行

事
や
伝
統
の
祭
礼
が
行
わ

れ
ま
す
。
メ
ゾ
ン
の
完
成

に
よ
り
地
域
の
賑
わ
い
が

さ
ら
に
増
す
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。�

（
福
沢　

敏
）

村
営
水
道
施
設
視
察

建
設
が
進
む
第
12
メ
ゾ
ン
コ
ス
モ
ス
を
視
察

�

６
月
16
日
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中
学
生
に
学
び
伴
走
し
た
い

中
学
生
に
学
び
伴
走
し
た
い

村
づ
く
り
意
見
交
流
会

　６
月
13
日

村
づ
く
り
意
見
交
流
会

　６
月
13
日

歌
声
響
く
、元
気
な
子
ど
も
、元
気
な
学
校

歌
声
響
く
、元
気
な
子
ど
も
、元
気
な
学
校

下
條
小
学
校
音
楽
交
流
会
に
参
加

下
條
小
学
校
音
楽
交
流
会
に
参
加

　
「
村
で
仕
事
を
し
て
い

る
大
人
の
視
点
で
助
言
を

い
た
だ
き
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
た
い
」
と
い
う

校
長
先
生
の
お
話
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
11
月
に
行
っ
て

い
た
集
大
成
発
表
を
、
実

践
期
間
を
確
保
す
る
た

め
、
清
明
祭
に
繰
り
上
げ

る
そ
う
で
す
。

①
施
設
：
そ
ば
の
城
に

ス
ー
パ
ー
を
作
る
。
地

域
の
人
が
楽
し
め
、
村

を
訪
れ
る
人
を
増
や
せ

る
遊
び
場
を
作
る
。

②
交
通
：
村
民
専
用
の
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
設

け
、
公
共
バ
ス
が
運
休

の
土
、
日
に
、
若
者
や

高
齢
者
の
交
通
手
段
を

増
や
す
。
観
光
名
所
へ

の
道
を
整
備
す
る
。
そ

ば
の
城
の
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
の
日
。
季
節
ご
と
の

ア
イ
ス
。

③
地
域
活
用
：
そ
ば
の
城

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
。
空
き
地

に
コ
ス
モ
ス
を
植
え

る
。
空
き
家
を
カ
フ
ェ

（
勉
強
す
る
場
所
に
も

な
る
）
に
。
イ
ン
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

す
る
。

④
子
ど
も
・
人
口
：
着
ら

れ
な
く
な
っ
た
服
の
回

収
と
活
用
を
す
る
。
誰

で
も
参
加
で
き
る
サ
ー

ク
ル
的
な
活
動
を
す

る
。
下
條
の
い
い
所
を

知
っ
て
も
ら
う
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
。
春
・
冬
限

定
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

⑤
防
災
：
防
災
ウ
ィ
ー
ク

を
５
ヵ
月
に
１
回
開
催

す
る
。
被
災
時
に
役
立

つ
知
識
・
情
報
一
覧
表

を
配
布
す
る
。

　

提
案
の
中
に
デ
メ
リ
ッ

ト
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
を
解
消
す
べ
く
、

今
回
の
大
人
の
意
見
や
要

望
を
参
考
に
し
て
、
短
い

１
ヵ
月
間
で
足
で
稼
い
で

練
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

昨
年
学
童
ク
ラ
ブ
や
村

民
運
動
会
進
行
に
係
わ
っ

て
く
れ
た
３
年
生
の
皆
さ

ん
。
村
の
中
で
中
学
生
が

活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
、
伴
走
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
丸
山
浩
子
）

　

6
月
25
日
午
前
に
、
小

学
校
体
育
館
で
催
さ
れ
、

保
護
者
の
皆
様
と
一
緒
に

小
学
生
が
奏
で
る
音
楽
を

楽
し
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
各
学
年
、
合

奏
と
合
唱
で
2
回
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
ま
し
た
。
学

年
と
曲
目
が
告
げ
ら
れ
る

と
「
は
い
」
と
元
気
に
返

事
を
し
て
舞
台
に
上
が
り
、

全
員
並
ぶ
と
、

ま
ず
児
童
た

ち
が
自
ら
歌

や
楽
曲
を
紹

介
。
好
き
な

と
こ
ろ
、
練

習
で
苦
労
し

た
こ
と
、
発

表
へ
の
思
い

や
意
気
込
み

を
述
べ
、
そ

れ
か
ら
演
奏

が
始
ま
り
ま

す
。
緊
張
の

中
、
先
生
の

指
揮
を
注
視

し
一
斉
に
最
初
の
息
を
吸

う
児
童
た
ち
。
そ
の
一
途

な
姿
に
何
度
も
胸
を
熱
く

し
ま
し
た
。

　

下
條
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン

ド
、
コ
ス
モ
ス
タ
ー
合
唱

団
、
先
生
た
ち
の
合
唱
も

あ
り
、
演
奏
後
は
聞
い
て

い
た
他
学
年
の
児
童
が
挙

手
を
し
感
想
を
発
表
。「
高

音
が
き
れ
い
」「
よ
く
合
っ

て
い
た
」「
一
緒
に
口
ず

さ
ん
だ
」な
ど
述
べ
、し
っ

か
り
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
会
場
は
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
、
温
か
く

幸
せ
な
ひ
と
時
で
し
た
。

　

6
年
生
の
合
唱
曲
「
マ

イ
バ
ラ
ー
ド
」
は
、
私
事

で
す
が
、
お
よ
そ
40
年
前

に
参
加
し
て
い
た
障
が
い

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
曲
と
し

て
作
ら
れ
、当
初
は「
ぽ
っ

ぽ
の
バ
ラ
ー
ド
」
と
い
う

曲
名
で
し
た
。
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
の
あ
る
こ
の
曲
を
、

6
年
生
が
美
し
く
そ
し
て

力
強
く
歌
い
会
場
を
一
つ

に
し
た
こ
と
に
大
変
感
動

し
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気

で
、
仲
間
を
思
い
、
助
け

あ
っ
て
生
き
る
こ
と
、
世

界
中
の
素
敵
な
曲
を
大
き

な
声
で
、
歌
声
響
く
学
校

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
心
か

ら
願
い
ま
し
た
。

�

（
宮
嶋
成
子
）



令和7年7月15日	 第 026 号　（10）

　

６
月
10
日
、
関
東
甲
信
地

方
の
梅
雨
入
り
の
発
表
か
ら

２
日
間
に
わ
た
り
災
害
雨
量

を
超
え
る
大
雨
と
な
り
ま
し

た
が
、
満
水
と
な
っ
た
圃
場

で
成
長
し
つ
つ
あ
る
稲
苗
を

見
て
一
安
心
し
ま
し
た
。

　

政
府
備
蓄
米
は
度
重
な
る

放
出
で
残
す
と
こ
ろ
10
万
ｔ

と
な
り
、
令
和
の
米
騒
動
は

今
や
食
糧
安
全
保
障
の
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
発

表
さ
れ
る
作
況
指
数
は
収
穫

量
に
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、

全
国
的
に
は
猛
暑
や
病
害
虫

の
影
響
で
生
産
量
の
減
少
が

起
き
て
い
た
様
で
す
。
抜
本

的
な
対
策
が
急
が
れ
ま
す

が
、
先
ず
は
災
害
が
な
く
無

事
に
収
穫
の
秋
を
迎
え
た
い

も
の
で
す
。

　

新
た
な
編
集
委
員
構
成
と

な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

定
例
議
会
の
内
容
や
議
員
活

動
の
様
子
を
わ
か
り
易
く
お

伝
え
し
て
参
り
ま
す
。

�

（
田
中
兼
次
）

議
長
コ
ラ
ム

議
長
コ
ラ
ム

南
信
州
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
を
開
催

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

編
集
委
員
会

委
員
長　

田
中　

兼
次

副
委
員
長　

丸
山　

浩
子

委　
　

員　

竹
村　

宗
次

委　
　

員　

熊
谷
美
和
子

委　
　

員　

宮
嶋　

成
子

委　
　

員　

佐
々
木
幸
子

　

南
信
州
広
域
連
合
議
会

は
、
令
和
７
年
５
月
23
日

に
臨
時
会
を
開
催
し
、
議

長
に
竹
村
圭
史
氏
（
飯
田

市
議
会
議
長
）
を
選
出
し

ま
し
た
。
副
議
長
は
、
下

伊
那
郡
町
村
議
会
議
長
会

長
の
後
藤
和
彦
氏
（
売
木

村
議
会
議
長
）
が
引
き
続

き
務
め
ら
れ
ま
す
。

　

議
会
運
営
、
総
務
産
業
、

医
療
福
祉
、
消
防
環
境
の

各
常
任
委
員
会

に
つ
い
て
も
委
員

を
選
任
し
ま
し
た
。

串
原
稔
博
（
下
條

村
議
会
議
長
）
は
、

医
療
福
祉
委
員
会

副
委
員
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、ゴ
ミ
中
間

処
理
施
設
の
稲
葉

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
直
接
搬
入
す
る

ゴ
ミ
搬
入
量
が
計

画
を
超
え
て
増
え
て
お
り
、

稼
働
日
数
増
と
運
営
コ
ス

ト
の
負
担
拡
大
に
よ
り
、今

ま
で
10
㎏
あ
た
り
1
8
0

円
か
ら
2
2
0
円
に
引
き

上
げ
る
条
例
改
正
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
10

月
１
日
以
降
に
直
接
持
ち

込
ま
れ
る
ゴ
ミ
が
適
用
と

な
り
ま
す
。

　

尚
、委
託
収
集
ゴ
ミ
の
使

用
料
は
改
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

長
野
県
町
村
議
会
議
長

会
は
、６
月
４
日
に
長
野
市

自
治
会
館
で
臨
時
総
会
を

開
催
し
、正
副
会
長
の
選

挙
が
行
わ
れ
、会
長
に
下

出
謙
介
氏（
大
滝
村
議
会

議
長
）、副
会
長
に
上
倉
敏

夫
氏（
栄
村
議
会
議
長
）が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。南
信

地
区
理
事
は
後
藤
和
彦
氏

（
売
木
村
議
会
議
長
）が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
域
な
長
野
県
に
は
23

町
35
村
の
、計
58
町
村
が

あ
り
、事
業
計
画
で
は
、喫

緊
の
課
題
に
対
応
し
町
村

の
振
興
発
展
と
多
様
な

人
材
が
参
画
で
き
る
議
会

機
能
の
充
実
強
化
に
努
め
、

調
査
研
究
活
動
や
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
村
議
会
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
実
情
に
沿
っ
た

取
組
を
展
開
し
、将
来
に

わ
た
り
そ
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、次
の

６
項
目
の
実
現
を
求
め
る

決
議
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

一　

議
員
の
な
り
手
と
な

る
多
様
な
人
材
が
参
画

す
る
た
め
の
環
境
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、議
会
の

機
能
強
化
を
図
る
こ
と
。

一　

人
口
減
少
を
前
提
と

し
た
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、

都
市
か
ら
地
方
へ
の
人

や
仕
事
の
流
れ
を
作
り

出
し
、地
域
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
。

一　

米
国
の
関
税
措
置
が
、

輸
出
関
連
事
業
者
や

中
小
企
業
、ま
た
農
業

者
等
に
及
ぼ
す
影
響
を

十
分
に
勘
案
し
た
上
で
、

地
方
の
産
業
や
雇
用
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
す

る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一　

防
災
・
減
災
対
策
を

充
実
強
化
し
、国
土
強

靭
化
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、災
害
発
生
時
に

は
迅
速
な
人
的
・
財
政

的
支
援
や
被
災
地
の
実

情
を
踏
ま
え
た
復
旧
を

実
施
す
る
こ
と
。

一　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
は
じ

め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

施
策
の
推
進
に
当
た
って

は
、特
に
情
報
シ
ス
テ
ム

標
準
化
に
関
し
、シ
ス
テ

ム
移
行
に
関
連
す
る
す

べ
て
の
費
用
及
び
運
用

費
用
の
増
加
分
に
つ
い
て
、

確
実
な
財
政
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

一　

地
方
公
共
交
通
の
確

保
の
た
め
の
制
度
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、事

業
者
支
援
、路
線
維
持

に
向
け
た
財
政
支
援
策

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

塩
沢
道
雄
議
員
の
議
員
辞
職

　

塩
沢
道
雄
議
員
よ
り
串
原

稔
博
議
長
に
対
し
て
、「
令
和

７
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
議

員
辞
職
す
る
」
旨
の
議
員
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
、
同
日
許

可
さ
れ
ま
し
た
。

はにかむべーす開所式


